
 

 

 
 
 
 

 

 

 
 

 

令和４年度の大空地区義務教育学校の開校に向けて、校名、校歌、校章等に関する協議を行う 

「大空地区義務教育学校準備協議会」の 10 回目の会議を 1 月 26 日（水）に開催しました。 

 協議内容等についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大空地区義務教育学校 

 準備協議会ニュース 

大空地区義務教育学校準備協議会事務局 

 令和 4 年 3 月 

第 10 号 

※会議の配布資料や議事要旨は、市ホームページに順次掲載します。 

 
帯広市教育委員会 学校教育部教育総務室学校地域連携課 
TEL：0155-65-4199（直通） FAX：0155-23-0161 

E-mail：school_cooperation@city.obihiro.hokkaido.jp 

※この検討委員会ニュースは、「帯広市ホームページ」内 

(https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/shisei/seisaku/kyoiku/tekiseikibo/1003400.html)にも掲載しております。 

【事 務 局】 

 準備協議会の要旨 

資料 48 

○主な質疑応答 
 
Q 大空学園は新しいスタイルの学校になっているので、それを父母、地域みんなが共有することが非常

に大事なことだと思います。どういう手法で知ってもらうのかが気になります。 
 
A 家庭・地域・教員みんなで共通理解を図ることが大切であると考えています。ホームページなどの充

実や学校だより等のプリントなどのポスティング、さらに保護者や地域の方々への説明会を行うなど、

共通理解を図っていきたいと思います。 

○主な特色 
 
・1～9 年生が同じ校舎で学ぶ利点を生かし、異学年
交流による日常的な触れ合いや体育祭・文化祭等の
行事などを通して、思いやりや優しさを育む教育が
行われます。 
 
・9 年間の義務教育を「初等部(1～4 年)」「中等部(5
～7 年)」「高等部(8～9 年)」の区分することにより、
中学進学に伴う「中 1 ギャップ」の解消が期待でき
るほか、一貫性・系統性のある学習指導が可能とな
ります。 
 
・教科担任制による専門的な授業や、国際理解教育
と英語教育の充実、地域との関わりを重視した教育
が行われます。 

○大空学園義務教育学校の教育課程について 
 
 大空学園義務教育学校の教育課程、いわゆる教育

の内容が報告されました。これは大空小中学校の学

校運営協議会から承認が得られた内容となります。 

 内容決定にあたっては、小中学校の保護者・PTA の

方々、児童・生徒、先生方にアンケートを行い、様々

な声を拾って形にしたものです。 


